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心を繋げる対話のキャッチボール 
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●家族にお葬式の費の負担をかけたくない 

●高年齢のため加入できる保険がない 

●病気で保険の加入を断られた 

●医師の診査を受けるのは面倒 

●保険料をできるだけ抑えたい 
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山本 

佐竹 

満 89 歳まで 

申込可能 

最長満 99 歳まで 

更新可能 

医師の検査 

 不要 

 

死亡保険金は 

30 万円～300万円 

・葬儀費用 

・お墓費用 

・法要費用 

 

保険金クイック 

支払いサービス 
 

最短で翌営業日に 

死亡保険金を 

お支払い 

お手頃な保険料で万が一に備える 
ドリーマーの葬儀保険 

 

健康状態になどによっては 

お引き受けできない場合があります 

山本 

心 想

う 

記 伝 
横田 

ご遺族の金銭的な負担や不安を解消するため

の保険です。詳しい内容はドリーマーへお気軽

にお問合せください。資料郵送も可能です。 

訃報紙の QR コードを読み取り、関係者に情報を送ること

により、電話連絡をして日程などを伝える労力を軽減でき 

同じやりとりがなくなります。 
 

情報をいただいた関係者の方は供花・供物・弔電なども、

簡単にオンラインで注文する事ができるので、スムーズに 

物事が進行します。 
 

遠方の方や、今の状況下で参列できない関係者の 

ご香典も電子決済でき書留を送る手間も省けます。 

  

ちょっとだけ勉強のコーナー 読者様の質問にお答えします 

Q.49 日のお包みは何色の水引（ひものよ

うなもの）を使うのが正しいの？ 
 

A. 黒白・藍銀・双銀の水引は通夜・葬儀・

告別式・法要などの一周忌以前に使用

する、黄白の水引は三回忌以降に使用

するのが基本とされているようです。 

その他詳細は左記をご覧ください 

四十九日の際の香典袋（不祝儀

袋）は、水引の色は多数存在しま

すが、黒白、藍銀、双銀のものを

使います。水引の形は、蝶結びと

結び切りがありますが、結び切り

のものを選択します。 

香典袋はいくつかの種類が売ら

れていますので、金額によって使

い分けます。一般的には 1 万円未

満であれば水引が印刷されている

もの、1～3 万円であれば水引が印

刷されておらず黒白、5 万円以上

であれば双銀のものを使うと 

よいでしょう。 

Q.家族葬なのに通夜をする必要がある？ 
 

A. 近親者などが夜を通して故人を見守り 

思い出話に花を咲かせる。質問者様の

言う通り、家族葬では必ずしも必要な

いのかもしれません。ですが通夜を大

切にされている宗教者もおられます。 

皆様がお世話になる宗教関係者様に 

確認をとるのがよいと思います。 

 

≪献茶スタッフ募集中≫ 時給 900円～（出勤可能な希望日） 

会館でのコーヒーやお茶などをお配りする接客が主な仕事です。 

≪清掃スタッフ募集中≫ 時給 900円～（出勤可能な希望日） 

親族控室・ロビー・食器洗いなどの清掃業務が主な仕事です。 

≪駐車場警備員募集中≫ 時給 1500円～（通夜・葬儀のある日） 

中村葬祭館及び、臨時駐車場の警備スタッフとなります。 

詳しく内容が聞きたい方はドリーマーにご連絡下さい 
兵頭 

A. 相手の発信をキャッチしない、できない  

B. 相手の様子が見えず、一方的に発信が多くなる 

C. 自分のレベルを相手のレベルに合わすことができない 

D. 表現が適切でなく、相手が引いていることに気付くことができない 

E. 表現が変化球すぎて、上手く伝わらない 

F. 予想外の所から、ボールが飛んできてキャッチできない 

 

上記の A～F は何に例えられた内容と思われますか？私事ではありますが少年野球を 

始めた頃、常に教えられていたことがあります。 

「キャッチボールは相手の胸に向けて次の動作に入りやすいところに投げなさい」 

まさに基本中の基本といったところですがこれを疎かにしてしまうと次なるステージへ

進めない、もしくは進歩がないことに繋がってきます。 
 

この 1 年間、皆様の日常生活の中で変化してきた事としてコミュニケーションをとる機

会が減り、テレビを見るなどの一人時間が増え、それに慣れてきたという方もいるのではな

いでしょうか？人と人がコミュニケーションをとる事は全てが良いことばかりでもなく、

基本に忠実なキャッチボールが常に出来る訳でもありませんが、己を知り成長していくた

め、または心の拠り所をつくっていくためには、なくてはならないものだと思います。 
 

メディアの一方的な情報発信だけでは決して得る事のできない人と人とがかかわるコミ

ュニケーションとは「対話のキャッチボール」から始まり、その先に様々な進化を遂げてい

く可能性を秘めた、本来人が持つ「最大限のツール」と考えています。 
 

未曽有の東日本大震災から 10 年が経過し、心と環境の復興が道半ばにいる方も少なから

ずいると思いますが、そんな環境下で生きる人の支えとなっている事とは…。人一人では作

れない対話であり、血の通ったコミュニケーションが心を支える大きな役割を果たしてい

るのではないでしょうか。私達の日常は言葉によって生かされ救われることが数多くあり

ます。（その逆も多々ありますが）人間関係のより良い構築、 

温かい場を作る事を心に記し伝えていきたいと思います。 


